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「2015年3月期 決算概要」と

「2016年3月期 通期業績予想」について説明します。
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1. 当期実績（前期比較）

こちらは「2015年3月期実績」と「前期実績」を比較した損益計算書です。

売上高は72億円減の4,662億円、営業利益は38億円減の1,106億円、経常利益は21億円減の

1,104億円、当期純利益は14億円増の720億円となりました。

東京ディズニーリゾート30周年の翌年であることから、営業減益となりました。
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テーマパーク事業①

テーマパーク事業の売上高は、32億円減の3,876億円となりました。

入園者数は、東京ディズニーランドの「ワンス・アポン・ア・タイム」や「ジャングルク

ルーズ：ワイルドライフ・エクスペディション」などの新規プロダクト、並びに、両パー

クのスペシャルイベントの好調により、過去最高の3,138万人となりました。

一方、ゲスト1人当たり売上高は、東京ディズニーリゾート30周年関連商品の販売終了など
により商品販売収入が減少し、10,955円となりました。
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テーマパーク事業②

テーマパーク事業の営業利益は、14億円減の956億円となりました。

コストについては、以下の通りです。

商品原価率および飲食原価率は、為替の影響などにより増加し、25億円のマイナスの影響

がありました。

なお、資料上、コストにおける△表示は、営業利益に対するマイナスの影響を示しており

ます。

固定経費・諸経費は、3億円の増加となりました。

内訳としては、東京ディズニーリゾート30周年関連コスト 15億円が減少する一方で、「レ

ジェンド・オブ・ミシカ」終了などに伴う除却費14億円 大型投資案件に向けた費用5億円ジェンド・オブ・ミシカ」終了などに伴う除却費14億円、大型投資案件に向けた費用5億円

が、それぞれ増加しました。

減価償却費は、既存施設の償却が進行したことから、18億円の減少となりました。

なお、人件費は、ほぼ前期並みとなりました。

このように、売上高の減少およびコストの増加により減益となりました。
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ホテル事業

ホテル事業は、東京ディズニーリゾート30周年の翌年により、宿泊圏からのゲストが減少

したことなどから、売上高は、38億円減の610億円、営業利益は27億円減の131億円となり

ました。

ページ中段には、ディズニーホテルの客室稼働率一覧を掲載しております。

その他の事業

その他の事業は、イクスピアリ事業の固定経費・諸経費の減少などにより、増益となりま

した。
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営業外費用

当期の営業外費用は19億円減の26億円となりました。

これは、大型投資案件に関連する除却費など、固定資産除却損が10億円増加する一方、前

期に発生した社債償還損が27億円減少することによるものです。

当期純利益

当期純利益は、営業利益の減少幅が小さい中、法人税等の減少などにより、過去最高とな

りました。
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2. 当期実績（10月発表予想比較）

売上高は、10月発表予想に対して、2.8%、128億円の増、営業利益は8.7%、88億円の増と、

第4四半期のテーマパーク事業の好調により、増収増益となりました。
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3. 業績推移

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるように、当期の売上高は4,662億

円、営業利益率は23.7%と、いずれも前期に次いで過去2番目となりました。

右側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。

当期の営業利益は1,106億円と前期に次いで過去2番目となったものの、当期純利益は、
720億円で過去最高益を更新しました。720億円で過去最高益を更新しました。
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3. 業績推移－四半期別営業利益（連結）の推移

第1四半期から第3四半期は、いずれも前年同期に次いで過去2番目の営業利益となりまし

た。

第4四半期は、スペシャルイベント「アナとエルサのフローズンファンタジー」の好調など

により、過去最高となりました。
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1. 2016年3月期予想（前期比較）

売上高は40億円増の4,703億円と前期を上回るものの、営業利益は45億円減の1,060億円と

なり、営業減益を予想しております。
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テーマパーク事業①

テーマパーク事業の売上高は、30億円増の3,906億円となる見込みです。

入園者数は、初期需要が特に高かった「ワンス・アポン・ア・タイム」や「アナとエルサ

のフローズンファンタジー」が、2年目となることによって減少するものの、チケット価格

改定などによるチケット収入の増加により、ゲスト1人当たり売上高の増加を見込んでいる

ことが主な要因ですことが主な要因です。
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テーマパーク事業②

テーマパーク事業の営業利益は、36億円減の920億円となり、売上高は増加するものの、

コストの増加により減益となる見込みです。

コストについては、以下の通りです。

商品原価率および飲食原価率は、為替の影響などにより増加し、約15億円のマイナスの影

響を見込んでいます響を見込んでいます。

人件費は、期初においては業績賞与を見込まないことなどから、約15億円減少します。

固定経費・諸経費は、大型投資案件に向けた費用 約40億円、快適な環境づくりに向けた

整備費用 約10億円をはじめとして、合わせて約60億円の増加を見込んでおります。

また、減価償却費は、約20億円の増加を見込んでいます。
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ホテル事業

ホテル事業は、客室改装などに伴う固定経費・諸経費の増加により、減益となる見込みで

す。

その他の事業

その他の事業は、モノレール事業の売上高の減少などにより、減益となる見込みです。
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当社は、マーケットの変化に対応するため、2023年にめざす姿を「2023ありたい姿」と

げ 向 年 経営 進して掲げ、これに向けた最初の3年間を「2016中期経営計画」として推進しております。

その進捗状況について、ご説明いたします。
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2023ありたい姿

当社では、「2023ありたい姿」の実現に向けて、テーマパーク事業に5,000億円レベルの

投資を実行することにより、テーマパーク価値の最大化を推進してまいります。

東京ディズニーランドにおける「ファンタジーランドの再開発」と東京ディズニーシーに

おける「新テーマポートの開発」は、「テーマパーク価値向上への大きなインパクト」と

「キャパシティの向上」を目指した大規模開発構想です。

この大規模開発構想について、テーマ方針が一部決定しましたのでお知らせいたします。
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2023ありたい姿－両パークの大規模開発構想

東京デ ズ ランドでは フ ンタジ ランドの面積を約2倍へと拡張する大規模な リ東京ディズニーランドでは、ファンタジーランドの面積を約2倍へと拡張する大規模なエリ

ア開発を検討しています。新しい「ファンタジーランド」は、複数のエリアで構成され、
その一部をディズニー映画「美女と野獣」、「ふしぎの国のアリス」を用いたテーマとす
る方向性といたしました。

東京ディズニーシーでは、ロストリバーデルタの南側の拡張用エリアに、8つ目の「新テー

マポートの開発」を検討しております。こちらは、一部のエリアをディズニー映画「アナマポ トの開発」を検討しております。こちらは、 部のエリアをディズニ 映画「アナ
と雪の女王」の世界をテーマとし、新テーマポートの全体テーマを「北欧」とする方向と
いたしました。

いずれのエリアも、東京ディズニーリゾートオリジナルのアトラクションやレストランな
どを導入し、世界でここだけの魅力あふれる新エリアとして開発いたします。

さらに検討を進めまして、2015年中には、エリアの詳細をお知らせする予定です。
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東京ディズニーランド 「ファンタジーランドの再開発」イメージ

東京デ ズ ドにおけ 「 タジ ド 開発 「美女と野獣 を東京ディズニーランドにおける「ファンタジーランドの再開発」の「美女と野獣」をテー
マとしたエリアです。

ファンタジーランドは、「夢と童話の世界」を全体のテーマとしておりますが、再開発に
よって、複数のエリアに分け、それぞれに異なるテーマを持たせることを検討していま
す。各エリアには、テーマにあった施設を導入し、小さなお子様からご年配の方まであら
ゆる形態のファミリーにお楽しみいただけるテーマランドとして開発してまいります。ゆる形態のファミリ にお楽しみいただけるテ マランドとして開発してまいります。
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東京ディズニーランド 「ファンタジーランドの再開発」イメージ

「ふしぎの国のアリス をテ マとした リアです「ふしぎの国のアリス」をテーマとしたエリアです。

ファンタジーランドを再開発するにあたり、ディズニーの原点であるディズニーの名作映
画の中から、これまでも、これからも、幅広い世代に長く愛される作品を検討した結果、
これらのテーマとする方向性といたしました。

「美女と野獣」「ふしぎの国のアリス」以外にも複数のエリアを検討しています「美女と野獣」「ふしぎの国のアリス」以外にも複数のエリアを検討しています。
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東京ディズニーシー「新テーマポートの開発」イメージ

「北欧 をテ マとした東京デ ズ シ 「新テ マポ ト のイメ ジです「北欧」をテーマとした東京ディズニーシー「新テーマポート」のイメージです。

新テーマポートには、ディズニー映画「アナと雪の女王」の世界を体験できるエリアを含
んでいます。「アナと雪の女王」は、幅広い層から支持されており、東京ディズニーシー
の「海」や「水」とも親和性が高い作品です。

今回 映画の舞台である「北欧」をテ マとすることで 「アナと雪の女王」だけでなく今回、映画の舞台である「北欧」をテーマとすることで、「アナと雪の女王」だけでなく、
他にも魅力的なエリアや施設を作ることができると考えています。
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それぞれの位置関係を航空写真でお示ししました。

左側、ピンクで示したファンタジーランドの再開発エリアは、現在のファンタジーランド
全域、およびトゥモローランドとバックステージの一部に加えて、駐車場の一部を対象と
しました。これにより、東京ディズニーランドは、ピンクの破線部分まで拡張されます。

今回対象とする開発エリアにおいては、廃止する施設と新たに導入する施設を比較すると、

施設のキャパシティが、1.5倍となるよう検討を進めています。

右側、青で示した東京ディズニーシーについては、新テーマポートの開発により、青の破
線部分まで拡張されます。
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2016中期経営計画」の全体構成

2016中期経営計画の目標値は 「2023ありたい姿 に向けた投資を見据えて設定してお2016中期経営計画の目標値は、「2023ありたい姿」に向けた投資を見据えて設定してお
り、「3年間の営業キャッシュ･フロー2,800億円以上」の創出としております。

新規事業については、事業を展開している状態を目指しておりましたが、この1年間さまざ
まな検討を進める中で、研究・調査に時間をかけることとし、計画を見直しました。

なお 「2023ありたい姿」で示した1セグメントレベルの規模の新規事業を目指しているなお、「2023ありたい姿」で示した1セグメントレベルの規模の新規事業を目指している
ことに変わりはなく、これからも検討を続けてまいります。
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2016中期経営計画－目標値

目標値の進捗状況を説明いたします目標値の進捗状況を説明いたします。

グラフは、営業キャッシュ・フローと設備投資額の推移を表しています。

東京ディズニーシーのオープンなど、コア事業拡充のための設備投資により、営業キャッ
シュ・フローは、東京ディズニーシー開業以降一段高い水準で推移し、2013中期経営計画
期間中の3年間では、2,670億円でした。

2016中期経営計画の3年間では、それを約5%上回る目標を設定しております。

2014年度は、計画を上回って順調に推移しており、コア事業の好調が大きく貢献していま
す。

なお 2015年度の設備投資額は 大規模開発構想が具体化してきたことに伴い 大きく増なお、2015年度の設備投資額は、大規模開発構想が具体化してきたことに伴い、大きく増
加する見込みです。
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1. コア事業の長期持続的な成長

コア事業では、長期持続的な成長を目指しており、ターゲットは、将来のマーケットの変

化にも対応できるよう、「世代を超え、親子や夫婦など、あらゆる形態のファミリー」と

しています。

お子さま連れのファミリーやニューエイジングは、以前から重要なターゲットと認識し、

来園促進に努めてきました 特に 東京ディズニーシーにおいては 小さなお子さまから来園促進に努めてきました。特に、東京ディズニーシーにおいては、小さなお子さまから

ご年配の方まで、誰もが楽しめるアトラクションの導入を進めてきました。これが、近年

のテーマパーク事業の大きな好調要因となっています。

引き続き、ファミリーに向けたプロダクトを拡充するとともに、より快適な環境づくりに

向けた整備を実行してまいります。

戦略としては、入園者数と単価の両面から取り組んでおります。こちらの4つの戦略につい

て、具体的な進捗をご説明します。
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(1)テーマパーク価値の向上

まず 1 目の戦略は テ マパ ク価値の向上です 大規模開発構想と並行して これままず、1つ目の戦略は、テーマパーク価値の向上です。大規模開発構想と並行して、これま
で同様新規プロダクトを導入してきます。

今年度、東京ディズニーシーでスタートした「キング・トリトンのコンサート」や東京
ディズニーランドで導入する「スティッチ・エンカウンター」は、ご家族皆さまでお楽し
みいただくことができるアトラクションです。

また、3月に使用を開始したメディテレーニアンハーバーの新鑑賞エリアや、2016年度に

オープン予定のウエスタンランド新キャラクターグリーティング施設に併設する飲食施設

は、快適な環境づくりに向けた整備にあたります。

これらにより、あらゆる年代のゲストの皆さまに、より快適にテーマパークをお楽しみい

ただけるようになると考えています。
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(2)平準化による入園者数の向上

2 目の戦略は 平準化による入園者数の向上です2つ目の戦略は、平準化による入園者数の向上です。

左側の「四半期別テーマパーク事業売上高」のグラフをご覧ください。

第1四半期、第4四半期の好調には、両パークのスペシャルイベントが貢献しています。

特に、第4四半期は、従前のキャンパスデーによる学生集客に加えて、ディズニー映画「ア

ナと雪の女王」の大ヒットを活かし、「アナとエルサのフローズンファンタジー」を実施
しました ご家族連れを中心に 多くのゲストの皆さまにお楽しみいただきましたしました。ご家族連れを中心に、多くのゲストの皆さまにお楽しみいただきました。

引き続き、スペシャルイベント等の展開とマーケティング活動の組み合わせにより、第1、
第4四半期の入園者数の向上を目指してまいります。
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(3)体験価値に応じた価格戦略

3つ目の戦略は、「体験価値に応じた価格戦略」です。この4月1日に、消費増税以外では4
年ぶりに、チケット価格の改定をおこないました。引き続き、テーマパーク価値に見合っ
たチケット価格設定を検討してまいります。

また、2014年度は東京ディズニーシーにおいて、新キャラクターである「ジェラトーニ」
を投入したことで、ダッフィー関連商品が大変好調でした。

ダッフィーは今年で導入から10年目を迎えます。長年にわたってゲストに受け入れられる

キャラクターの投入・育成など、新たな価値創造に取り組むことで、今後も中長期的に単
価を向上させてまいります。
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(4)海外ゲストの受入体制の整備

4つ目の戦略は、海外ゲストの受入体制の整備です。政府においては、中長期的に外国人旅

行者数の増加を目標としており、2014年度の訪日外国人旅行者数は、1,467万人でした。

日本を訪れる外国人はアジアを中心に増加していますが、東京ディズニーリゾートでも同

様の傾向で、台湾などアジアを中心に入園者数が増加しています。個人旅行の増加への対

応として開始した 海外向けのEチケットの販売も順調に推移しております応として開始した、海外向けのEチケットの販売も順調に推移しております。

当社では、外国人旅行者数の増加を機会ととらえ、今後とも集客強化に向けた取り組みを

進めてまいります。
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2. 財務方針

配当につきましては、「外部環境も勘案しつつ、安定的な配当を目指す」という方針のも

と、2014年度については、2013年度に対して20円増配となる140円といたしました。

2015年度の配当については、35円を予定しております。なお、2015年4月1日付で普通株

式１株につき４株の株式分割を行っております。

ROEについては、2014年度は13.6％となりました。2015度は12.2%を見込んでおります。

当社では、今後も、株主還元を着実に実施するとともに、創出された営業キャッシュ・フ

ローをコア事業や新規事業の成長へ向けた投資に充当し、長期的な視点に立った経営に取

り組むことで企業価値を向上させる方針ですり組むことで企業価値を向上させる方針です。
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